
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  横浜市は、電気自動車をはじめとした「低炭素交通」を推進しており、具体的な取組として「ヨコ

ハマ モビリティ “プロジェクト ZERO”(YMPZ)」などのプロジェクトを実施しています。 

  低炭素都市を目指す上で、ＣＯ２排出量の約２０％を占めている運輸部門の低炭素化は重要であり、

自動車･鉄道等の交通車両自体の低炭素化や、低炭素な交通インフラの整備、交通利用者の意識向上

など、様々な関係者が協力し、取り組むことが必要です。横浜市でも、交通･環境行政を担う自治体

として、電気自動車等導入･充電器設置の補助、鉄道事業･公共交通利用の促進、エコ運転の普及啓発

などに取り組んでいます。 

  そこで今回、産・学・官の連携により、交通関連分野に関する低炭素の取組を横浜市民や来街者へ

情報発信する「横浜･低炭素交通プロモーション」を実施します。 

 

１．横浜･低炭素交通プロモーションとは 

○「低炭素交通」とは、低炭素都市を目指した交通関連分野に関す

る現在進行形の取組や次世代の取組のことで、低炭素につながる

直接的な取組だけでなく、ＩＴ関連や交通インフラ関連などの間

接的な取組も含めたものです。 

○「低炭素交通プロモーション」とは、上記「低炭素交通」の普及

啓発や利用促進の試みであり、低炭素の取組を実施する企業等の

皆さんが自ら主体となって情報発信するものです。 

○横浜市では、「低炭素交通」の取組の輪を広げるため、記者発表を

はじめとした情報発信を行い、企業等が行うプロモーション活動

や企業間の情報交換、取組展開をサポートしています。 

 

２．目 的 

○横浜市民や来街者に対して、「低炭素交通」に携わる企業等の取組についてのプロモーションを行い、

体感･体験等を通じて、「低炭素交通」に関する意識の共有･向上や、低炭素への行動促進を目的として

います。 

○「低炭素交通」の取組を実施する企業等のビジネスチャンスへつなげることを目的としています。 

 

３．プロモーションする取組 

  今回、「横浜・低炭素交通プロモーション」にて情報発信する取組は、エコ充電ステーション活用実

験や超小型モビリティ活用実験、電池推進船による水上交通実験などの実証実験をはじめ、燃料電池

自動車（バス、一般車）・移動式水素ステーション等の体験イベントや大学と連携した市民公開講座

まで、様々な取組となります。 

 ※詳細は、別紙を御参照下さい。 

                                        裏面あり  

 

平 成 25 年 9 月 27 日 
温 暖 化 対 策 統 括 本 部 
プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 課 

 横 浜 市 記 者 発 表 資 料

 

－ 低炭素都市を目指した交通施策の推進に向けて － 
 

横浜･低炭素交通プロモーションを実施します！ 
 

低炭素交通の取組を みんなで 知ろう ・ 参加しよう ・ 選択しよう 



 

 

 

  参 考（取組イメージ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

温暖化対策統括本部 プロジェクト推進課長  吉田雅彦          Tel 045-671-2636 

 

創エネハウス見学 

コミュニティサイクル社会実験

燃料電池自動車（バス･一般車）・移動式水素ステーション体験 

ＥＶトラック体験 電池推進船の水上交通社会実験

エコ充電スタンド活用実験 

エコ充電スタンド活用実験 

ＥＶシェアリング紹介 超小型モビリティ活用実験 



横浜・低炭素交通プロモーション 取組一覧（順不同）                                   別 紙  

 取 組 名 概 要 ※詳細は各問合せまで 実施日･期間 実施場所 実施主体 参加方法等の問合せ 

1 ｴｺ充電ｽﾃｰｼｮﾝ活用 
EV ｼｪｱﾘﾝｸﾞ実験 

太陽光発電等によるｴｺ充電ｽﾃｰｼｮﾝを設置し、EV(電
気自動車)ｼｪｱﾘﾝｸﾞ実験を実施 

H25.10～H27.3 北仲通南地区実験ｴﾘｱ(中区) 日立製作所、ｵﾘｯｸｽ自動車、
横浜市温暖化対策統括本部 

電話：03-5419-5594（オリックス自動車 ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ部 営業統括チーム 
http://www.orix-carsharing.com/yscp/yscp1.pdf 

2 チョイモビ ヨコハマ 
（超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ活用実験） 

横浜都心ｴﾘｱにて超小型 EV(電気自動車)を活用した
大規模ｼｪｱﾘﾝｸﾞ実験を実施 

H25.10～H26.9 横浜都心ｴﾘｱ(中･西区中心) 日産自動車、 
横浜市温暖化対策統括本部 

電話：0120-458-023（チョイモビ ヨコハマ運営事務局） 
http://www.choi-mobi.com/ 

3 電池推進船による 
水上交通社会実験 

横浜駅周辺地区、みなとみらい２１地区、関内・関外
地区にて電池推進船による水上交通社会実験を実施

H25.10.12(土)～20(日) 横浜駅東口・ぷかりさん橋・
大岡川桜桟橋 

よこはま都心部水上交通実行
委員会 

電話：045-671-4247（横浜市都市整備局都心再生課） 
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/tosai/suijoukotu/ 

4 ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙ社会実験 横浜都心ｴﾘｱにて自転車を活用した大規模ｼｪｱﾘﾝｸﾞ
実験を実施 

現在実施中～H26.3 横浜都心ｴﾘｱ(中･西区) NTT ﾄﾞｺﾓ、 
横浜市都市整備局 

電話：0120-319-015（ベイバイク運営事務局） 
http://docomo-cycle.jp/yokohama/ 

5 ﾄﾖﾀみらいじどうしゃﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

イワタニの水素エネルギーへの取組
燃料電池自動車/ﾊﾞｽ試乗、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ講習等体験ｲﾍﾞﾝﾄ
移動式水素ｽﾃｰｼｮﾝ紹介等 

H25.10.26(土)、27(日) 桜木町駅前広場、北仲通南地
区他(中･西区) 

トヨタ自動車、神奈川県ﾄﾖﾀ販売店
岩谷産業 

電話：052-957-5571（株式会社デルフィス 第一プロデュース局 岡田） 
電話：03-5405-7030（岩谷産業株式会社 水素エネルギー部） 

6 神奈川大学 de YES 市民公開講座を実施、 ﾃｰﾏ：住まいと車のｽﾏｰﾄな関係（EV
がもたらす新しいﾗｲﾌｽﾀｲﾙ） 

H25.11.7（木） 神奈川大学横浜ｷｬﾝﾊﾟｽ 
(神奈川区) 

横浜市温暖化対策統括本部、
神奈川大学 

電話：045-671-4107（横浜市温暖化対策統括本部 YES 事務局） 
http://www.city.yokohama.lg.jp/ondan/yes/schedule/pickup/pickup04.html 

7 ENEOS 創ｴﾈﾊｳｽ見学会 EV と家がつながり、ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄされた創ｴﾈﾊｳ
ｽの見学会を実施 

H25.10～H26.3 
毎週火曜日、毎月第 1 土曜日

ENEOS 創ｴﾈﾊｳｽ(港北区) JX 日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ http://www.noe.jx-group.co.jp/lande/product/soene/visit/index.html 

8 蓄電･充電統合ｼｽﾃﾑ実験 蓄電･充電統合ｼｽﾃﾑによる EV 活用ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
実験を実施 

現在実施中～H27.3 JX 実証実験場(神奈川区) JX 日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ http://jscp.nepc.or.jp/article/jscp/20121114/330552/index3.shtml 

9 横浜･旭水素ｽﾃｰｼｮﾝ見学会 燃料電池自動車へ水素を充填するためのｽﾃｰｼｮﾝの
見学会を実施 

H25.10.7(月)～11(金) 横浜･旭水素ｽﾃｰｼｮﾝ(旭区) JX 日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ http://www.noe.jx-group.co.jp/information/2013/20130920_01_0390682.html 

10 EV ｼｪｱﾘﾝｸﾞの取組紹介と 
試乗体験 

市内で実施している EV ｼｪｱﾘﾝｸﾞの取組を紹介し、EV
試乗体験 

H25.10.26(土)、27(日) 元町 SS 会事務局会議室等 
(中区) 

ｵｱｼｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 電話：0120-938-466（オアシスＥＶシェアリングコールセンター） 
http://ev-sharing.jp/ 

11 ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通ｼｽﾃﾑ取組紹介と
Wi-Fi（光ｽﾃｰｼｮﾝ）等体験 

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通ｼｽﾃﾑ、映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ等取組紹介
横浜都心ｴﾘｱを効果的に回遊する仕組みの体験 

H25.10～H25.11 NTT 東日本ｼｮｰﾙｰﾑ(中区) 
横浜都心ｴﾘｱ(中･西区中心) 

NTT 東日本電信電話 
神奈川支店 

電話：045-211-6567（企画部つなぐ PT） 
https://kanagawa-happy-town.com/page/redir/event_20131024.html 

12 EV ﾄﾗｯｸ試乗体験ｲﾍﾞﾝﾄ EV ﾄﾗｯｸの試乗体験や EV ﾄﾗｯｸの冷蔵･給電装置を活
用したﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝを実施 

H25.12 北仲通南地区(中区) 東京ｱｰﾙｱﾝﾄﾞﾃﾞｰ、ﾋﾟｭｰｽﾞ、 
ﾗﾝﾄﾞﾒｰﾙ 

電話：046-227-1101（東京アールアンドデー代表） 
http://www.tr-d.co.jp/ 

13 駅の消費電力量の見える化 次世代郊外まちづくりの一環として、東急田園都市線
たまプラーザ駅にて、消費電力量の見える化を実施

H25.12～H26.2 東急田園都市線たまプラーザ
駅(青葉区) 

東芝、 
東京急行電鉄 

電話：03-3457-4556（東芝 鉄道システム業務推進部 阪上/渡部） 
http://www.toshiba.co.jp/sis/railwaysystem/jp/index_j.htm 

14 EV ﾊﾟｰﾄﾅｰの取組 EV(電気自動車)来場者に対する優遇策を実施 現在実施中 横浜ｽｶｲﾋﾞﾙ駐車場 横浜ｽｶｲﾋﾞﾙ 電話：045-441-2424（ｽｶｲﾋﾞﾙ商店会事務局） 
http://www.yokohama-sky.com/news/newsev.html 

15 EV ﾊﾟｰﾄﾅｰの取組 EV(電気自動車)来場者に対する優遇策を実施 現在実施中 そごうパーキング館 そごう横浜店 電話：045-465-2111（そごう横浜店 代表） 
http://www2.sogo-gogo.com/wsc/511/N000048809/0/info_d 

16 EV ﾊﾟｰﾄﾅｰの取組 EV(電気自動車)来場者に対する優遇策を実施 現在実施中 横浜桜木町ﾜｼﾝﾄﾝﾎﾃﾙ 
対象ﾚｽﾄﾗﾝ 

藤田観光 電話：045-683-3111（横浜桜木町ﾜｼﾝﾄﾝﾎﾃﾙ 代表） 
http://washington-hotels.jp/yokohama/sakuragicho/restaurant/ 

17 EV ﾊﾟｰﾄﾅｰの取組 EV(電気自動車)来場者に対する優遇策を実施 現在実施中 横浜ﾍﾞｲｼｪﾗﾄﾝ ﾎﾃﾙ＆ﾀﾜｰｽﾞ 
対象ﾚｽﾄﾗﾝ 

相鉄ﾎﾃﾙ 電話：045-411-1111（横浜ﾍﾞｲｼｪﾗﾄﾝ ﾎﾃﾙ＆ﾀﾜｰｽﾞ 代表） 
http://www.yokohamabay-sheraton.co.jp/ 

18 UD＆EV ﾀｸｼｰ専用待機ﾚｰﾝ 横浜駅東口ﾀｸｼｰ乗場にて UD(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ)･EV
ﾀｸｼｰ専用待機ﾚｰﾝを設置し、運用開始 

現在実施中 横浜駅東口ﾀｸｼｰ乗場 神奈川県ﾀｸｼｰ協会等 電話：045-671-3679（横浜市都市整備局都心再生課） 
http://www.city.yokohama.jp/ne/news/press/201306/images/phpurZ8sS.pdf 

19 EV ﾀｸｼｰｼｪｱ乗場 鶴見区の東部病院にて EV ｼｪｱ乗場を設置し、運用開
始 

現在実施中 横浜市東部病院ﾀｸｼｰ乗場 横浜市東部病院等 電話：045-671-3825（横浜市環境創造局交通環境対策課） 
http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/kisha/h24/120720-2.html 

20 EV 等導入･充電器導入促進、
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及啓発 

EV･充電器等の導入補助事業やｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ普及啓発の
取組を実施 

現在実施中 ※詳細はホームページ参照 横浜市環境創造局 電話：045-671-3825（横浜市環境創造局交通環境対策課） 
http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/mamoru/koutsukankyo/ 

21 ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの取組 電車･ﾊﾞｽ･車･自転車等の交通手段と温暖化の関係を
学ぶ出前授業を小学生高学年対象に実施 

現在実施中 ※詳細はホームページ参照 横浜市都市整備局 電話：045-671-4128（横浜市都市整備局都市交通課） 
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/toshiko/mm/education.html 

☆横浜・低炭素交通プロモーション情報 Web ： http://www.city.yokohama.lg.jp/ondan/ysm/ 
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